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研究成果の概要：学生アシスタント制度の導入には、大学での学問研究を現実の学校教育場面

において実感を伴って理解させること、学生たちに子どもの心の有り様を実感させることによ

って「何を教えるのか」と「いかに教えるのか」の分離を克服し、理論と実践とを統合すると

いう意義があった。今日の大学・大学院の教職課程においても、積極的に理論と実践との統合

を目指すこと、そのために受講生の教育に関する経験に応じて授業や学校支援活動の形態を考

慮することの重要性が示唆された。 

 
 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 1,200,000 0 1,200,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 1,700,000 150,000 1,850,000 

 
 

研究分野：教育学 

科研費の分科・細目：教育学 

キーワード：教育学，デューイ実験学校，アシスタント活動，教職専門職教育 

 
１．研究開始当初の背景 
(1)学校支援活動や学校へのインターンシッ
プ導入に各大学が積極的に取り組み始めた
のは近年のことであるため、現在、多くの大
学が制度の運用について試行錯誤の段階で
あり、教職課程の授業とインターンシップ及
び学校支援ボランティアなどの学校支援活
動を通しての教職専門職教育の在り方につ
いての理論枠組みが構築されるまでには至

っていないことから 1896～1904 年の間に既
に 70 名のアシスタントを要していたジョ
ン・デューイ実験学校におけるシカゴ大学の
学部学生・大学院生のアシスタント活動につ
いて教職専門職教育の観点から検討するこ
ととした。 
(2)デューイ実験学校に関する研究は、1990
年代に入ってシカゴ大学の「大学広報」や「実
験学校ワークリポート」などの第 1 次資料が
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再発見されたことを契機に、我国においても
デューイの諸著作をもとにした従来の研究
に加えて、再発見された第 1 次資料を用いた
同校のカリキュラム、指導法等の研究が行わ
れるようになった。しかしながら、同校のア
シスタントの役割や意義の解明及びアシス
タント活動についてデューイの教育学構想
における教職専門職教育との関連で論究す
ることは未着手の課題であった。 
 
２．研究の目的 
 19世紀末にシカゴに設立されたジョン・デ
ューイ実験学校における学校支援活動者と
してのアシスタントの活動を通しての教職
専門職教育について検討することによって、
こんにちの教職課程における授業とインタ
ーンシップ及び学校支援ボランティアなど
の学校支援活動を通しての教職専門職教育
の在り方についての知見を得るために、次の
(1)～(5)の目的で研究を実施した。 
(1)デューイによって設立された当初（1896
～1904年度）の実験学校における学部学生・
大学院生のアシスタントの意義と役割につ
いて調査分析すること。 
(2)デューイ実験学校でアシスタントを行っ
ていた学部学生・大学院生が受講していたシ
カゴ大学教育学科の授業科目及び彼らが執
筆した学位論文について調査分析すること。 
(3)デューイの教育学構想について教職専門
職教育の観点から分析検討すること。 
(4)現代のジョン・デューイ実験学校におけ
るアシスタントについて調査すること。 
(5)(1)～(4)の調査分析によって得られた知
見から、こんにちの大学・大学院の教職課程
における授業とインターンシップ及び学校
支援ボランティアなどの学校支援活動を通
しての教職専門職教育の在り方や展開の可
能性を明らかにすること。 
 
３．研究の方法 
(1)シカゴ大学レゲンステイン図書館におい
て『シカゴ大学年次記録』、「実験学校ワーク
リポート」を収集し、デューイ実験学校にお
ける教育実践において学部学生・大学院生の
アシスタントが果たしていた役割と意義を
明らかにする。 
(2)デューイ実験学校でアシスタント活動を
行っていた学部学生・大学院生の学業成績証
明書の情報を基にして、彼らが履修していた
授業について調査を行う。『シカゴ大学年次
記録』及び彼らの学位論文を調査する。 
(3)デューイの教師・教員養成に関する著
書・論文にあたり、彼の教育学構想における
教職専門職について明らかにする。 
(4)現在のシカゴ大学実験学校を訪問し、教
員組織及びアシスタントについて調査する。 
(5)(1)～(4)の研究から得られた知見を基に

して、こんにちの大学・大学院の教職課程に
おける授業とインターンシップ及び学校支
援ボランティアなどの学校支援活動を通し
ての教職専門職教育の在り方や展開可能性
について理論枠組みを構築する。 
 
４．研究成果 
(1)学部学生・大学院生のアシスタントの役
割と意義 
 本研究において、デューイ実験学校開設当
初から 1904年までの間に活躍した 65名のア
シスタントのうち、20名がシカゴ大学の学部
学生・大学院生であったことが明らかになっ
た。 
 アシスタントの仕事内容は、『シカゴ大学
年次記録』によれば、授業の一環としての「授
業補助」及び「授業実施」、奨学金のための
「授業実施」と位置づけられている。前者に
ついては、教育学科の授業に最初にアシスタ
ントが位置づけられたのは実験学校の教員
で あ る ハ マ ー （ Althea Harmer, In the 
University Elementary School, Director of 
Domestic Economy）の 1898 年度の授業科目
「小学校における家政科と科学」（Household 
Art and Science in Elementary）において
である。この授業科目の受講生は、1 週間に
5 時間、小学校で扱う観点から調理や裁縫な
どの技術的なことを学ぶこと、実際のトレー
ニングと教育の目的や方法の関係の議論を
学生と共に行うこと、及び実験学校で 1週間
に 6時間、実際の家政科の授業観察やアシス
タントを行うことが求められていた。後者に
ついては、1899 年度に「6人から 8 人の優秀
な、いくらかの教育経験がある学生は、1 週
間に 5時間から 8時間の実際の授業を行うこ
とができ、大学の授業料となる奨学金が与え
られる」という規定が設けられた。 

加えて、1899-1900 年度の「実験学校ワー
クリポート」にはアシスタントの役割につい
て、「個々の子どもの観察の記録をつける」
と記載されている。しかしながら、1900-1901
年度は、分析の対象とした 65 名のアシスタ
ントのうちの 10 名が教員と同様の授業実践
のリポートを書いている。この 1900-1901 年
度のワークリポートからは、アシスタントは
個々の子どもの観察の記録をつけるといっ
た教員とアシスタントの仕事内容の違いを
確認できる記述は発見できなかった。 

したがって、デューイ実験学校におけるシ
カゴ大学の学生アシスタントの活動は、「授
業実施」と「授業補助」2 通りの活動形態が
あり、「授業実施」のアシスタント活動は、
さらに、研究のため、実習のため、奨学金の
ための 3 つに分類できる。 
 さらに、デューイ実験学校の学校経営の観
点からも学生アシスタントは重要な役割を
担っていた。同校では、開校後「オールラウ



 

 

ンド教員」から「スペシャリスト教員」の方
針へと変更し、児童生徒に最新の科学の成果
や科学的なものの見方を習得させること、高
度な技術を身につけさせることを目指して
いた。デューイは論文「教育学上の実験」
（1896）において「当大学の大学院生たちが
研究資料を提供する大部分となっているが、
彼らは彼らの専門分野においてより重要で
確実な諸事実を適用することに関心を持っ
ている人たちである。そして、当小学校はこ
のような学生たちから教育の内容や方法に
関して、そして実際の授業に関して、両面に
対する方向付けをますます期待している」と
述べ、高い専門性を備えた受講生がデューイ
実験学校においてその専門性を発揮するこ
とを求めていた。教育を専門としている受講
生に加えて、「死後硬直における電解質の効
果」("The Effect of Electrolytes on Rigor 
Mortis "）の論文で博士号を取得した大学院
生や、「18 世紀イギリス文学におけるゴシッ
ク主義」（"Gothicism in Eighteenth Century 
English Literature "）を学位論文のタイト
ルに設定している大学院生もアシスタント
として活動していた。このことから、デュー
イのねらい通り、彼らのような学生によって
も大学における最新研究の成果が実験学校
にもたらされていたといえる。また、小柳
（2002）によれば、実験学校は発足当初から
深刻な財政問題を抱えていた。シカゴ大学当
局は実験学校を正規の施設として認めてい
ながら運営費用について何らの保証もして
いなかったことから、同校は常に運営資金不
足の状態であったという。したがって、学生
によるアシスタント活動は財政難による教
員不足を補う目的もあったと考えられる。 
 つまり、学部学生・大学院生のアシスタン
ト活動は、①授業実施及び教員の補助、②最
新の研究成果の実験学校への導入、③財政難
による教員不足対策の役割を担っていた。 
 
(2)アシスタント活動を行った学部学生・大
学院生のシカゴ大学における履修科目及び
学位論文 
 シカゴ大学教育学科においては、デューイ
実験学校の大学助言者のみではなく、実験学
校の教員たちも授業科目を担当していた。ま
た、教育学科の授業科目には、受講生の教育
に関する経験に応じて、授業観察、アシスタ
ント、実習が多く求められる場合と理論の学
習に重点が置かれる場合の 2通りの授業形態
を持つものがあった。 

実験学校でアシスタントを行うシカゴ大
学の学生たちは、1900年度から実験学校の教
員及び大学助言者の担当する授業科目の受
講を義務づけられた。例えば、「実験教育学」
「小学校教育：一般原理」「小学校教育：歴
史」「小学校教育：科学」「家庭科の教育的価

値と効用」といった授業科目である。デュー
イは論文「大学の教科としての教育学」
（1896）において、教育学の指導について「教
室での理論が実際の学校活動と平行する程
度に比例して効果的なもの」となり、「学生
は講義や教科書で示されたものの真意を理
解することができる」し「教室で教えること
が、あいまいで実行できないものではないと
いう保証になりうる」と主張し、この主張か
ら「理論と実践とは、常に結合していかなけ
ればならない」と結論づけている。ただし、
大学における実習は個々の生徒に対するか
かわりよりも、むしろ吟味・立証される諸原
理と深いかかわりを持つという。 

実際に、シカゴ大学教育学科の学生たちは、
大学において実験学校の教員や大学助言者
たちから実験学校における教育実践から得
られた理論を学び、さらに、彼ら自身の教育
経験に応じて授業観察や授業補助のアシス
タント活動を行い、これらの学習の成果を活
かした授業を実験学校において行っていた。
両校における一連の学習や活動を通して、大
学での理論と実験学校における実践との統
合が実現していた。シカゴ大学教育学科とデ
ューイ実験学校における教育実践を通して、
理論と実践との統合を実現するための方策
の一つとして両校の関係性を密にするため
の様々な取組がなされたが、その一つが実験
学校にアシスタントを導入することであっ
た。 

したがって、(1)に示した①から③の 3 つ
の役割に加えて、④シカゴ大学との密接な関
係性の構築も重要なアシスタント活動の役
割であるといえる。 

 
(3)デューイの著書・論文におけるシカゴ時
代の彼の教育学構想と教職専門職教育 

シカゴ大学教育学科においてデューイは、
教育学を高度な学問研究に従事する学問と
して確立し、教職を専門職として位置づける
ことを構想していたことから、同学科は師範
学校及びカレッジの課題を克服する必要が
あった。『学校と社会』（1899）において、デ
ューイは、師範学校の課題は高度な学問的な
教育内容から切り離されて孤立しているこ
とであり、カレッジの課題は家庭から離れて
いる学生は子ども時代を忘れているので、教
材が教えられる側の子どもの心にどのよう
に関連させるかについての知識を持ってい
ないことであると捉えている。デューイは、
この両者の課題について、「何を教えるべき
かと、いかに教えるべきかについてのあいだ
には、このような分離があるので、師範学校
とカレッジのいずれの側も、その隔離のため
に苦しんでいるのである」と双方の問題点に
ついて述べている。この隔離をなくすべく、
デューイは、シカゴ大学教育学科及び実験学



 

 

校において教育実践の改革を目指した。した
がって、師範学校における教員養成とは異な
る教育学研究・教育とは、「いかに教えるべ
きか」と「何を教えるべきか」の乖離を打破
する教育、すなわち、「理論と実践の統合を
目指す教職教育」であるといえる。 

シカゴ大学の学生アシスタントをデュー
イ実験学校に導入した背景にも、教育学を高
度な学問研究に従事する学問として確立し、
教職を専門職として位置づけるという教育
学構想及び理論と実践の統合を目指す教職
教育というデューイの教職教育の構想があ
ったのである。 

 
(4)現代のシカゴ大学実験学校における教職
員の構成とアシスタントの役割 
 現代のシカゴ大学実験学校は、幼稚園
（Nursery, Kindergarten）、小学校（Lower 
School）、中学校(Middle School)、高等学校
(High School)から成っている。小学校は 4
学年（grade）から成っており、6 歳から 10
歳が対象である。各学年は 5 クラスで、1 ク
ラスは 22 人から 23 人である。このうち、1
学年、2 学年には 1 クラスずつ、2 学年混成
クラスが設けられている。教員組織は、各学
年のホームルーム担当教員（算数、国語、社
会担当。1、2 学年は科学も担当する）、1、2
学年のアシスタント教員、特別教科担当教員
（科学、音楽、美術、図書室、体育、外国語、
コンピューター）、カウンセラー、ラーニン
グ・コンサルタント、ラーニング・スペシャ
リストから編成されている。現在の実験学校
におけるアシスタントは、有給で、1，2 学年
の担任を補助する役割を担っており、同校設
立当初の学部学生・大学院生のようなアシス
タントとは異なる位置づけである。アシスタ
ントから実験学校の教員に採用される場合
もある。 
 
(5) こんにちの大学・大学院の教職課程にお
ける授業とインターンシップ及び学校支援
ボランティアなどの学校支援活動を通して
の教職専門職教育の在り方や展開可能性 
 デューイ実験学校における学部学生・大学
院生のアシスタント制度の導入には、大学で
の学問研究を現実の学校教育場面で実感を
伴って理解すること、そして、学生たちに子
どもたちの心の有り様を実感させることに
よって、「何を教えるか」と「いかにして教
えるか」の分離を克服し、理論と実践とを統
合をする機会となるという意義があった。そ
して、本研究では、一人の事例ではあるが、
シカゴ大学教育学科修了後に教職専門職と
して活躍した卒業生の存在を確認すること
ができた。さらに、このアシスタント制度の
導入は、シカゴ大学の学生にとってのみでは
なく、デューイ実験学校にとっても、大学生

がアシスタント活動を行うことによって一
人ひとりの子どもたちの教育を充実させる
ことや、最新の研究の成果を学校に取り入れ
ることができるという利点があった。シカゴ
大学の学生にとっては、理論と実践との統合
の機会となることに加えて、奨学金を得る機
会にもなっていた。 
 実践的指導力の育成が必須の課題として
位置づけられているこんにちの大学・大学院
の教職課程においても、積極的にインターン
シップ及び学校支援ボランティア等の学校
支援活動を導入することが必要であること
は言うまでもない。しかしながら、教育学を
高度な学問研究に従事する学問として確立
し、教職を専門職として位置づけるというデ
ューイの教育学構想の観点からは、活動のみ
を充実させることだけでは十分であるとは
言い難い。大学の授業における理論とインタ
ーンシップなどの学校支援ボランティアに
おける実践とを統合するための指導・支援及
び機会が必要であるし、学生の教育経験に応
じて体験的な実習の機会を増減する必要性
もある。教職専門職大学院で学ぶ現職教員は
充分な教育経験を有しているはずであるか
ら、専門的な理論と実際的な経験を統合する
研究を進めることが重要であろうし、教育経
験の尐ない学生にとっては理論的な学習と
同時に実際的な経験を重ねることも必要で
あろう。さらに、専門的な理論と実際的な経
験を統合するための基盤となる学校間の連
携及び教員間の連携も必要不可欠である。 
 
（6）今後の展開 
 本研究において、デューイ実験学校の教員、
シカゴ大学の教員、学部学生・大学院生のア
シスタントといった関係者の動きの観点か
ら、シカゴ大学教育学科とデューイ実験学校
において理論と実践とを積極的に関連付け
ることによって教職専門職教育を実践して
いたことを実証した。理論と実践の二元的対
立こそ教職の主要な悪弊の一つであると考
えていたデューイの理論と実践の二元論克
服の試みの一つがこの両校の連携による教
育実践であったと考えられる。平成 20 年度
から我国に設置された教職大学院において、
理論と実践との融合を意識した新しい教育
方法の積極的な開発・導入が視野に入られて
いることからも、教職教育における理論と実
践の関係を明確化し、両者の統合を図る教育
実践モデルを作成することは必須の研究課
題であるといえる。そこで、今後は具体的な
実践事例を取り上げて、デューイ実験学校と
シカゴ大学教育学科の連携の観点から、デュ
ーイ教育学構想及び教職専門職教育論と両
校の教育実践における理論と実践の関係を
解明することを、新たな研究課題としたい。 
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